
男性患者さんの妊孕性温存のためのアルゴリズム	
  

•  患者さんが、将来の妊孕性温存を
希望されている	
  

•  年齢は思春期頃以降	


原疾患治療中に抗がん剤を使用する	
  
または、	
  

骨盤・精巣に放射線治療を照射する可能性がある	
  

射出精子凍結	


精巣内精子採取可能施設紹介	


抗がん剤治療、放射線治療が必要
となった場合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	
  

精子凍結可能施設紹介	


将来の妊孕性温存を希望するよう
に気持ちが変わった　or	
  
治療中に年齢が思春期に達した場
合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	


無精子症、または、射出精子凍結困難	
  

YES	
 NO	


・中間から高リスク	
  
　　　　or	

・低くても温存希望あり	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  or	

・詳しい話を聞きたい	
  

将来の妊孕性温存を希望するよう
に気持ちが変わった場合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	


患者さんとともに不妊症となるリスクを評価	

	
  
	


YES	
 NO	


YES	


NO	
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女性患者さんの妊孕性温存のためのアルゴリズム	
  
（特に卵巣機能に障害をもたらすと予想される場合）	
  

•  患者さんが、将来に子供をつくる
力の温存を希望されている	
  

•  現在の年齢は40歳以下がめど	


原疾患治療中に抗がん剤を使用する	
  
または、	
  

骨盤・卵巣に放射線治療を照射する可能性がある	
  

・中間から高リスク	
  
　　　　or	

・低くても温存希望あり	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  or	

・詳しい話を聞きたい	
  

抗がん剤治療、放射線治療が必要
となった場合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	
  

将来子供をつくる力を温存したいと
いう気持ちに変わった場合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	
  

患者さんとともに不妊症となるリスクを評価	

	
  
	


状況が変わった場合に、	
  
妊孕性温存の必要性につき再検討	
  

YES	


YES	


NO	


NO	


YES	


NO	


・妊孕性温存施設へ紹介	
  

患者さんの状況によりご紹介施設を考慮ください	
  
下記のようにおすすめします	
  
	
  
①原疾患治療までに比較的時間の余裕があり、受精卵や未受精卵凍結が適切　	
  
　と考えられる	
  
　⇒卵子凍結が可能な妊孕性温存施設	
  
	
  
②全身状態がよくない	
  
　⇒総合病院の妊孕性温存が可能な施設	
  
	
  
③どの治療を選択したらよいかわからない	
  
　⇒複数の妊孕性温存が可能な施設	
  
	
  
④時間をかけて相談・説明して欲しい	
  
　⇒複数の妊孕性温存が可能な施設・	
  
　　　がん・生殖医療の特殊外来を併設している施設	
  
　　　（滋賀の場合は、滋賀医科大学医学部附属病院	
  
　　　母子女性診療科にがん・妊孕外来があります。	
  
　　　患者さんへ説明後に、適切な妊孕性温存施設を相談いたします）	
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